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平成14年 度京都大学附属図書館公開展示会

学 び の 世 界 一中国文化 と日本一

木田章義

本年度5月 に,附 属 図書館蔵 『幼学指南砂』(二

冊)が 重要文化財 に指定 されたの を記念 して,本 書

を中心 とした展示会が計画 され,総 合博:物館 との共

催,文 学部 の協力 を得 て,10月30日 か ら12月1日

まで,総 合博物館 を会場 として開催 した。

『幼学指南紗』 は,平 安時代末,日 本 で編纂 され

た類書 である。本書 に掲載 されているのは,漢 詩文

に使用 される語句であ り漢 文 を理解す るために必

要 な地名や物 品の名前 や説 明である。つ ま り,類 書

とい うのは,漢 詩文 を書い た り読んだ りする時に必

要 な知識や語 句の解説 を集めた もので,今 で言 え

ば,出 典付 きの漢和辞書 とい うのが近いであろ う。

平 安時代 の知識 人は,こ うい う類書や幼学書 を学 ん

で,漢 詩文 を作 る力 をつけてい ったのである。

『幼学指南紗』 を中心 に展 示会 を開催 する とい う

ことは,日 本 で中国文化 を どの ように受 け入れたか

を展示する ことにな る。そ こで,東 洋史 ・中国文学 ・

国文学の若い人々の協力 を得 て,三 つの コー ナー に

分けた。第一部 は,中 国 を中心 と して,朝 鮮半島や

日本列島 を含 めた範 囲に,ど の ような形で 中国の出

版文化が広がっていたのか というテーマで展示 を行

い,第 二部で は,『 幼学指南紗』 を中心 に据 え,こ

の ような類書や類書 と一対 となる幼学書 な どが,中

国や 日本で,ど の ように展 開 して きたのか を展示 し

た。 第三部 は,日 本 に受 け入れ られた中国の典籍

が,ど の ように消化 されて きたの かをテーマ と し

た。

本展示会 の眼 目は,き わめて貴重 な典籍 の中で,

これまでほ とん ど知 られてい なか ったか,あ るいは

注 目されていなか った もの を公開展示 して,学 界に

提供す る という ところにもあ った。この展示会以前

か ら,「 日本 ・中国 ・韓国版本研 究会」が結成 され,

活動 を してお り,こ れ らの貴重 な典籍の存在 を熟知

している研究会 の会員の協 力が得 られた ことが,本

展示会 の展示 品の充実 に寄 与 した。

『幼学 指南紗』 を中心 にする とい う趣 旨か らみれ

ば,本 展示 会の 中心 は第二部 になるが,第 一部 で

も,第 三 部で も,本 邦初公 開 となる貴重 な典籍 をで

きる限 りた くさん展示 し,そ れぞれの部だ けで も一

見の価値 がある ように した。重要文化財の山であ る

「清家 文庫 」 を含 め,こ れ まで展示 す る機 会 の な

か った国宝級 の典籍,学 問的 に貴重 な典籍 などが展

示 され,地 味ではあ るが,京 都大学の蔵書の質の高

さが見事 に示 されてお り,遠 くか ら二度 も展示会 に

足 を運ん だ専門家 も少 な くなか った。

また,京 都洛西 にあ る,近 衛家の歴代が収集 した

書籍 を保存 してい る 「陽明文庫」の協 力 を得 られた

ことも特筆すべ き出来事であ った。陽明文庫 蔵の,

世界で一つ しか所在が知 られていない元版の袖珍本

や 「幼学 指南紗 目録 』(近 衛家煕筆)の 展示 も初め

ての ことである。陽明文庫 の名和修文庫長の ご好意

に感謝 したい。
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図録 は,新 しい研 究の一端が示 されてい た り,論

文 に匹敵する価値 のある解説 もあ り,展 示書籍の質

の高 さに合 った,高 度 な内容 となった。この図録の

出版 については,文 学部の協力 を得 てお り,ま こ と

にあ りがたい ことであ った。

具体 的な展示方法 につい ては,素 人の集 ま りで

あ ったため に,苦 労 も多か った。説明パ ネル も,附

属図書館館 員の手製 である。さまざまな人 々の協 力

の もと,京 都大学の蔵書 の質の高 さ,研 究水準 の高

さを,目 の当た りに示す こ とがで き,当 事 者 と して

充分 な満足 感 を感 じてい る。

(文学研 究科教授 ・国語学)

幼学指南紗(重 要文化財)

初学者が学ぶべ き項 目を中国の古典か らジャンルごとに選び配列 した書物。平安末期に日本で編ま

れた。全31巻 のうち23巻 のみが現存。そのうち、巻七と巻廿二を京都大学附属図書館が所蔵する。

(上左)幼 学指南紗 巻七 目録部分

(上中)幼 学指南紗 巻七本文

(上右)幼 学指南紗 巻七末署名

巻十七本文中の年号(久 安三年(1147))と 署名の 「覚喩」の活動時期が承元4年(1210)頃

と推定されることから,本 書の成立時期は平安末期と考えられている。

(下左)幼 学指南鋤 巻廿二 目録部分

(下右)幼 学指南紗 巻廿二本文
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収蔵資料散歩

陸水生物学者,動 物生態学者,画 家
一 川村 多實二先生 の遺 品

成田哲也

川村 多實二先生 は,日 本の陸水生物学お よび動 物

生態学の創 始者,「 陸水学」の名付 け親であ る。理

学部附属旧大津 臨湖実験 所の創 始者 の1人 で,そ の

初代所 長であ った(1914-1943)。

川村 先生の遺品が旧大津臨湖実験 所の 「官舎」に

長 ら く保管 されていた。官舎 とは,川 村先生が在任

中か ら退官後 もしば らく住 まい した木造洋館風 の建

物で,旧 大津 臨湖実験所 の敷 地内 にあった。1991年

に大津臨湖実験所が廃止 されて生態学研究セ ンター

に組み込 まれた。生態学研究 セ ンターが大津市下阪

本か ら大津市上 田上平野町へ の移転 時に官舎は取 り

壊 され た(1998年)。 川村先生の本や資料 な どの遺

品 は箱 に詰め られて図書室 の片 隅に置 かれていた。

2002年7月,京 都大学総合博 物館 にその遺品 を移管

したので,そ の内容物 品 と略歴 につい て簡単 に記 し

てお きたい。川村先生の経歴 につ いては,上 野益三

(1964,1971)に 詳 しい。

川村 多實二 は,1883年 岡山県津 山市の生 まれ。

1903年 か ら第三高等 学校 。川 村 は絵 画 に興 味が

あった ようで,こ の時期 に洋画家 浅 井 忠(号 黙語)

(1856-1907)の 聖護i院洋画研究所 に通 い,本 格 的な指

導 を受 けた。浅井 の没後 出版 された壷集3巻(『 黙

語図案集』,『黙語 日本書集』,『黙語西 洋書 集』;明

治41～43年 刊)が 遺 品に残 されている。

1906年 か ら3年 間 を東京帝 国大学理科 大学動物

学科 の学生 として過 ご した。卒業論文 は クダクラゲ

の分類学研 究 を行い,見 事な彩色 図を描 いた とされ

てい る。残念 なが らその時 の彩色 図はないが,ミ ズ

ダニの分類 を した と思われる彩色 図お よびスケ ッチ

が 残 されて いる(図)。 これ ら彩 色図 は,そ の まま

カ ラー図鑑 の原図 として使 えるほど緻密 なもので,

すば らしい絵画の才能 も併せ もっていたことが見て

とれる。

1912年 に京都帝 国大 学医科大学 に移 り,石 川 日

出鶴丸教授 の もとで生 理学の研 究 を始め る。 しか

し,石川 が念願 していた淡水生物の研究 を行 う医科

大学附属臨湖実験所が大津市 の琵琶湖畔 にで きるこ

とにな り(1914),そ の筆頭 所員 と して設立運営 に尽

力する とともに,あ た らしい研究分野であ る野外生

物学 に取 り組 んだ。 その成果 も入れ て,1918年 に

『日本淡水 生物学』(上 下巻)を 著 した。この本 によ

り日本 の陸水生物学 は大い に進 歩す るこ とにな っ

た。遺品の 中にあ る上下巻 を合本 した もの には,多

くの書 き込みがあ り,ま た新 しい情報 の切 り抜 きが

貼 り付 けてあ る。改訂版 を意 図 していた とお もわれ

るが,実 現 しなかった。1915年8月 に,石 川 と共 に

日本で初めての臨湖 実習会 を開いた。プラ ンク トン

の検鏡実習 などを行 わせ たが,こ の時に使用 した と

お もわれ る手書 きの プラ ンク トンの大判絵 図が あ

る。日本で は じめての プランク トン絵図 であ ろう。

2年 間の 欧米留学後,1921年 に京都 大学理学部生

物学教 室,動 物生理生態学講座教授 に着任。日本語

で書 かれた初めての体系 的な動物生態学 の本である

『動物生態学』(1931,『 岩波講座生物学』)を 執筆 し

た。 この本の中国語訳本,『 動物生態学』紆飴上訳

(1931)が 遺 されてい る。

後年,川 村 は鳥の嚇 りについ て研究 し,退 官後

『鳥の歌 の科学』(1947)を著 してい る。その基 になっ
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た鳥の鳴 き声 を表 した資料 な どが保存 されてい る。

また,動 物 の心理 に も興味 を持 っ ていた ようで,

『心 の進化』(1947)を著 しているが,そ の資料 も残 さ

れてい る。

絵画 に習熟 していた川村 はい くつかの絵 を遺 して

いる。陸水生物学や動物生態学徒 には有名 な,『 日

本淡水生物学下巻』の扉 に載 せ られた 「琵琶 湖沿岸

帯堆 石下面 の生物」(図)は,生 態学研究 セ ンター

に保 存 されている。また,1915年 に来 日 した,カ ル

カッタ博物館長ANNANDALEの 調査 に同道 した折 り

に描 いた中国太湖 の水彩画 もセ ン ター にあ る。遺品

の中には,琵 琶湖の雄松浜 を湖上か ら観て描 いた川

村の作 と思 われ る油絵 があ るが,銘 は ない。 さら

に,宮 地伝三郎が川村か ら個 人的 に贈 られた色紙が

1枚 。大津臨湖実験 所70周 年(1984)に 際 し,宮 地

が大津臨湖実験:所に贈 ったものであ る。美術へ の深

い造詣 か ら,京 都大学 を退官 後,川 村 は京都市立美

術大学 の学長 を務 めている(昭 和32年5月 ～38年

5月)。

(生態学研究 セ ンター助手 ・陸水生物学)

引用文献

上 野 益 三.1964.大 津 臨 湖 実験 所 五 十 年.そ の 歴 史 と現

状.京 都 大 学 理 学 部 大 津 臨 湖 実 験 所.

.ヒ野 益 三.1971.川 村 多實 二 先 生 と動 物 生 態 学.遺 伝25

(10):55-60.

上 野 益 三.1977.陸 水 学 史.培 風 館.

「琵 琶 湖 沿 岸 帯 堆 石 下 面 の 生 物 」(左=生 態学 研 究 セ ン タ ー蔵[油 彩])に は,カ イ メ ン,ウ ズム

シ,ヒ ル,コ ケ ム シ,巻 貝,ヨ コ エ ビ,水 生昆 虫 な ど多 くの淡 水 動物 が描 か れ て い る 。右4点 は

ミズ ダ ニ の彩 色 画(総 合 博 物 館 蔵[水 彩])。
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総 合 博物 館 レクチ ャ ー ・シ リー ズ(Honzou-e)No.2

「7億年前,地 球 は凍結 した?」 開催報告

ス ピーカー=川 上紳 一 先生(岐 阜大学 教育学 部地学助教授)

日時=平 成14年10月26日 土曜 日13:00-14;30

場所:京 都大学総合博物館内

参加者=約35名

ミ ュ ー ズ ラ ボ

世界各地には,約7億 年前の氷河堆積物が広 く分

布 しています。ところが,こ れら氷河堆積物はきわ

めて温暖な環境で堆積 した縞状の炭酸塩岩に直接お

おわれています。また,20億 年以上前に形成の最盛

期が終わったはずの縞状鉄鉱床が氷河堆積物に挟ま

れて存在するなど,この時代には簡単には説明がつ

かない様々な謎があ りました。最近,謎 の全てを合

理的に説明する大胆な作業仮説がだされました。そ

れは,地球全体が凍結するほどの大氷河期を仮定す

れば,そ の期間中あるいはその直後に,謎 とされた

堆積物の形成に都合のよい環境が出現 したはずだと

いう 「全球凍結仮説」です。実際,古 地磁気学的研

究結果からは氷河堆積物が低緯度でも形成されたこ

とが示唆されています。

ただ し,この仮説は地球表面全体が凍結 したとい

う,これまで気候学者によってあり得ないとされた

事態を提唱 していて,反 論も多 く,地 球科学のホッ

トな話題 となっています。

氷河性堆積物 を前に熱弁を振るう川上紳一先生

はた して7億 年前 に地球表面全体が凍結す るよう

な事態 に陥 ったので しょうか。川上先生は,真 相解

明の鍵 となる地層が最 も良 く分布する遙かアフリカ

大 陸の南 部,ナ ミビアの地 に,一 昨年,昨 年 と日本

の様々 な大 学(京 都大 学総 合博 物館 か らも参加)の

研究者か らなる調査隊 を率いて現地の調査 をされ ま

した。過酷 な野外調査 の末 に得た成果 に基づ いて,

研究 の最前線 をレポー トして ください ま した。ナ ミ

ビアか ら持 ち帰った氷河堆積物の巨大 な標本 なども

見せ て くだ さり,7億 年前の氷の世界 にひきこまれ

る ような迫力 あるお話 を楽 しむこ とがで きました。

なお,川 上先生 は,ウ ェ ッブ を使 って様 々な理科教

材 を公開 されてい ます。興 味 をお持 ちのかたは,是

非http:〃chigaku.ed.gifu-u.ac.jp/chigakuhp/html!

topl.htmに ア クセス してみて くだ さい。

7億 年前の氷河性堆積物(ナ ミビア)。氷山が運んできた

巨大な礫 を含 むとされる。
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総 合 博 物 館 レク チ ャー ・シ リー ズ(Honzou-e)No.3

「未 知 な る生 物 の宝 庫 一 メ イ オベ ン トス」 開催 報 告

ス ピーカー:白 山義久 先生(京 都大学大学院理学研究科教授 ・附属瀬戸臨海実験所所長)

日時=平 成14年11月30日 土曜 日13:00-14:30

場所:京 都大学総合博物館内 ミューズ ラボ

参加者=約35名

今 回は,白 山義久先生 に,メ イオベ ン トスにつ い

てお話 いただきま した。聞 き慣 れ ない言葉ですが,

これは,海 底 にす む動物 を大 きさで分 けた とき,l

mm～0.032mmの 大 きさの もの を指す言葉 です。白

山先生 は,こ の小 さな動物 たちについて,わ か りや

す く紹介 して ください ま した。

まず,そ の数 に驚か され ます。小型だか ら 目立 ち

ませ んが,そ の生息密度 は1平 方 メー トル当 りなん

と100万 匹を上 まわる とい うの です。また,22動 物

門を超 えるさまざまな動物群が含 まれてい ます。特

に線形動物門(線 虫類)は,総 種数が1億 種 を超 え

る とす る見積 も りさえある くらいに多様です。しか

し残念 なが ら日本では,こ の動物 たちの研 究 はあ ま

り進んでい ませ ん。顕微鏡 を駆使 しなけれ ばで きな

い根気のい る研 究なのです。

しか し,最近 もい くつ かの新 しい 門が発見 されて

い る「未知 なる生物 の宝庫」で もあ ります 。それは,

20世 紀 以降発見 され たあた らしい6つ の動物 門の

うち5つ が メイオベ ン トスで あるこ とか らもわか り

ます。今後 も,ま だ まだ生物学 者が想像 した ことも

ない ような不可思議 な生物 がた くさん見つかると考

えられてい ます。そ して昆虫 を しの ぐような種 の多

様性 を持 つ可 能性す らあるのです。そ んな魅力的な

「サブ ミリ(lmm以 下)」 の動 物の世 界 を,た くさ

んの図や写真 を使 って説明 して ください ま した。な

お,白 山先生 のホームペ ージ(http://www.seto.kyoto-

u.acjp/yshira/index.html)を 見ていただ くと,メ イオ

ベ ン トス についての簡潔な説 明があ ります。

講演する白山義久先生

線 虫 の 一種(0旧ooη θmasp.〉 の 走査 型 電 子

顕 微 鏡 写 真(白 山 先 生 の ホ ー ム ペ ー ジ よ

り。ホ ーム ペ ー ジに は 「ほ ほ えみ か ける

線 虫の 一 種 」 と書 か れ て い ま す。)
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京都 大学 ミュ ー ジア ム コ ンサ ー ト

ジ ュ ニ ア オ リ ジ ナ ル コ ンサ ー ト開 催

平成14年ll月1日 の夕刻,京 都大学 総合博 物館

は,香 り高い音楽の館 に変身 した。コンサー トが開

催 されたのであ る。

当館は,博 物館 と呼 ばれるにふ さわ しい空間 を備

えた 日本初の本格的大学博物館であ り,一 昨年6月

1日 の開館以来,こ の恵 まれ た空間 を市民 に親んで

もらえる もの とす るため,常 設 ・企画の展示 は もち

ろん,学 習教室,科 学教室,講 演会 な ど様 々な試行

錯誤 を行 って きた。その一環 として開催 したのが,

このコ ンサ ー トで ある。開館以来,コ ンサ ー トを構

想 して きたが,今 回それが実現 したの は,館 の理念

と相通ずる活動 を行 っている財 団法人ヤマハ音楽振

興会 ・株式 会社JEUGIAを パ ー トナー として見いだ

せ たか らである。長尾真総長,本 間政雄事務局長,

田中義雄(株)JEUGIA社 長,笠 井英彦(財)ヤ マ

ハ音楽振 興会専 務理事 らの列席 を得 て,18時 か ら

総 合博物館1階 ロ ビーで,約150名 を招 いて開催 し

た。

当 日は,ヤ マハ音楽振興会が主催する音 楽教室 で

才能 を開花 させている京都周辺在住の小学生 ～高校

生 やそのOBで,京 都大学 の大学 院に学ぶ学生 な ど

が創作 した ピア ノ曲,ヴ ァイオ リン曲,合 唱曲な ど

が披露 された。館 の展示場入 り口にシンボ ルと して

据 え付 け られた直径80cmの 巨大 なア ンモナ イ ト化

石 に想 を得 て,8500万 年前の海 をゆった り泳 ぐア

ンモナ イ トの姿 を描 いた即興 曲,四 季 を生 きてやが

て雪 の ころ樹木 か ら別れ て命 を終 え,次 の命 を支 え

るため に土 に帰ってい った 「葉 っぱの フレデ ィ」の

物語 をうつ くしく歌 い上 げ,命 の尊 さを訴 えた歌 曲

など,自 然 ・文化 ・生命 をテーマ とした総合博物館

の展 示の精神 と共 鳴す るプログラムは,聴 衆 に深い

感銘 を与 えた。

今回の企画の実現 にあたっては,パ ー トナーであ

る(財)ヤ マハ音楽振興会,株 式会社JEUGIAの 全

面的 な協力 を得 られ た。また,京 都大学事務局長の

本間政雄氏 は,館 とパー トナーの共 同作業が スムー

スに運ぶ よ う,様 々な労 を とって くだ さった。

開館以来,総 合博:物館で は,館 長以下 「大学博 物

館 は文化施設であ る」と信 じて 「社 会に開かれ た大

学の窓 口」としての役割 を果たそ うと日夜模索 して

きた。今 回,実 績 あるヤマハ,JEUGIAと の共催企

画が実現 した ことは,館 の教官 ・職員 の地道 な模索

の真摯 さを外部か らも認めていただけた現れ として

理解 したい。そ して,こ れを励み に総合博物館 を さ

らに親 しめ る博:物館 として発展 させるため,今 後 も

学 内外 の協力 を得 なが ら努 力 してゆ きたい。

作曲者馬淵モモさん(宇 治市立西大久保小学校

4年)と 「葉っぱのフレディーいのちの旅一」を

唱う京都大学ハイマー ト合唱団



総 合 博:物 館 ニ ュ ー ス レ タ ー
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総 合博物館客員教授(平 成14年9月1日 ～12月15日)
ユ ン フ ェ ス

ヲ…}恵沫 博士

Dr YUN Hye-su

　サ 恵沫 先生 は,韓 国 ・延世大学 地質学教室 で地

質学古生物学 を修 め られた後,ド イツ ・ボ ン大学 の

地質学古生物学研究所 で,理 学修士,そ して1979年

には理学博士 を取得 され ま した。その後韓 国 に戻 ら

れ,現 在 は国立忠南大学校 自然科学大学 地質学科教

授,ま た韓 国古生 物学会 副会長 を務 め られ てい ま

す。

　 先生 のご専 門は渦鞭毛藻の化石で,ボ ンで微化 石

研 究の世 界的権威であ るKlaus　 J.　Mueller教 授 の下

で ドイツの白亜紀 の地層か らの渦鞭毛藻の分類記載

をテーマ に博士号 を取 得 され ま した。以来25年 近

くにわたってその研究 を続 けられてい ます。微 化石

はわずかな堆積岩 の塊 か らも大量 に見つか るため,

ボー リングコアなど限 られた資料 しか入手で きない

石油探査 な ど,応 用面 を含め て地質年代 を決め るの

に有効 な化 石(示 準化石)と して利用 されてい ま

す。また,渦 鞭 毛藻は環境 の変化 に敏 感 に反応 して

分布その他 を変 えるので,過 去 の環境 を調べ るの に

も有効 な化石 です(示 相化 石)。 渦鞭毛藻 のこの よ

うな利点 を生か して,現 在 日本海形 成初期 の頃の様

子 をボー リングコアか らの資料 も交 えて詳 しく調べ

てお られ,今 回 日本の資料 も含めた集大 成を視野 に

入れて客員教授 と して9月 ～12月 まで総合博物館

に滞在 されま した。赴任の直前 にも対馬 にサ ンプ リ

ングに赴 かれ るな ど日本の地質 も良 く知ってお られ

ます。

　趣味 は,登 山な ど野外 にお られる ことがお好 きと

の ことです。韓 国では,都 会 を離 れた山中に別荘 を

構 えるのが今流行 とのこと。先生 も数年 かけて候補

地 を探 され,「2003年 にはい よい よ庵 を構 え ようか

と思 っている」と話 されてい ました。なに よ りの 自

慢 は,こ の庵の敷地内 に,「たまた まで はあるが,韓

国で もっ とも大 きなモ クレンの樹 があ るのです よ」

だそ うです。

　英語 も堪能 なが ら,留 学の経験 か ら非常 に格 調が

高い正 当派 の ドイツ語 をお話 しにな ります。外国語

を学ぶ ことが大変お好 きで,滞 在 されている間 も,

しば しばテ レビで耳 に され た 日本語 をメモ され,そ

の意味 だけで な く,ニ ュ ア ンス まで を問 われ ま し

た。さすがに3ヶ 月半の滞在 では流暢 な日本語 は無

理で したが,サ バ イバル ・ジ ャパニーズは見事 に習

得 され,生 活にはほ とん ど不 自由されない様子で し

た。先生 によると,日 本語 と韓国語 は文法的 にきわ

めて似 通 ってい るのでお互 いに勉強 しやすい。ただ

し,韓 国語の ほうが発音が難 しいので,韓 国人は 日

本語 に早 く習熟するが,日 本 人が韓 国語 に習熟す る

の はそ う簡単で はないだろ う,と 持論 を展 開され て

い ました。

　 滞在期 間中 には,日 本海の成立 についての研究 を

精力的 にま とめてお られ ました。いずれ近 い うちに

その成果 を出版 されるご予定 です。

草津市立水生植物公園みずの森の温室内にて
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京都大学総合博物館 日誌(平 成14年10月 ～平成15年1月)

10月2日 平成14年 特別企画展 「近 代 日本 を拓 い

た物理実験機器 一三高 コレクションと物理学

教科書か ら探 る一 」 開催

10月5日 ・12日 第12回 公開講座

10月ll日 第62回 教官会議

10月26日 レクチ ャー ・シ リーズno.2「7億 年

前,地 球は凍結 した?」 開催

10月30日 ～31日 「生 き方探求 ・チ ャレンジ体験:」

(下鴨中学 生3名)実 施

10月30日 ～12月1日 平成14年 度附属 図書館公 開

展示会 「学 びの世 界 一 中国文化 と日本一 」開

催(附 属 図書館 ・総合博物館 共催,大 学 院文

学研 究科 協賛)

ll月1日 ミュージアムコ ンサ ー ト開催

ll月8日 第63回 教官会議

ll月30日 レクチ ャー ・シリー ズno.3「 未知 な

る生物の宝庫一 メ イオベ ン トス」開催

12月6日 第64回 教官会議

12月15日 外 国人研究員 チ}恵 沫(大 韓:民国 ・忠

南大学 校 自然科学大 学地質学科教授)帰 国

12月22日 外 国人研 究員 ミカイル・ア レクサ ン

ドロヴィ ッチ ・フェ ドンキ ン(ロ シア連邦 ・ロ

シア科学 アカデ ミー古生 物学研 究所研 究室

長)来 学

12月27日 平成14年 特別企画展 「近代 日本 を拓 い

た物理実験機器一 三高コレクシ ョンと物理学

教科書 か ら探 る一 」終了

平成15年

1月10日 第65回 教官会議

1月17日 第15回 運営委員会

1月31日 第15回 協議員 会 にお いて次期 館長 に

山中一 郎 ・同館教授(考 古学)が 選 出 された。

任期 は4月1日 か ら2年 間。

表 紙

木製狛犬像

平安時代後期から鎌倉時代の作 と思われる。檜 を部分的に細工 した寄木造 り。阿咋一対のうち,写 真は

咋像。もう一つの阿像はその顔の表情が もう少 し穏やかである。像の全体および顔の表情に美的センスが

窺える秀作である。

1960年 代に総長室を飾っていて,内 外の来学者を迎えた。日本近代考古学の父で,本 学考古学教室の創

始者であった濱田耕作博士(元 総長)が1930年 に大阪府岸和田市の神於寺から購…入 して寄贈 した。
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